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研

究

所

彙

報

一

二
〇
一
八
年
度
研
究
所
・
所
員
æ
μ
Ä

教

授

市
野
澤

潤

平
（
文
化
人
類
学
）

教

授

今

林

直

樹
（
社
会
学
・
政
治
学
）

准
教
授

木

村

春

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教

授

九

里

順

子
（
日
本
近
代
文
学
）

准
教
授

栗

原

健
（
宗
教
学
・
近
世
Å
Ÿ
À
史
）

准
教
授

間

瀬

幸

江
（
Ñ
å
ï
μ
文
学
・
演
劇
）

教

授

松

浦

光

和
（
心
理
学
）

教

授

宮

原

育

子
（
地
理
学
・
地
域
資
源
論
・
観
光
}
`
d
N
Œ
）

教

授

森

雅

彦
（
西
洋
美
術
史
）

教

授


(

(
Þ
æ
μ
（
日
本
文
化
論
）

教

授

清

水

禎

文
（
教
育
学
）

教

授

新

免

貢
（
宗
教
学
）

准
教
授

杉

井

信
（
社
会
人
類
学
）



(  )

教

授

田

中

一

裕
（
生
態
学
）

教

授

天

童

睦

子
（
女
性
学
）

教

授

土

屋

純
（
地
理
学
）

教

授

豊

澤

弘

伸
（
国
語
教
育
）

教

授

八

木

祐

子
（
文
化
人
類
学
）

教

授

吉

村

典

子
（
西
洋
建
築
Ã
²
Ÿ
ï
史
）

客

員

研
究
員

阿

部

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客

員

研
究
員

井

上

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
近
世
美
術
史
）

客

員

研
究
員

岩

川

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
Ñ
å
ï
μ
語
学
・
文
学
）

客

員

研
究
員

遠

藤

~
h
Œ
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
日
本
古
代
史
）

客

員

研
究
員

犬

飼

公

之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

石

泰

夫
（
盛
岡
大
学
教
授
・
日
本
古
代
文
学
）

客

員

研
究
員

大

迫

章

史
（
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政

学
）

客

員

研
究
員

折

笠

芽

衣
（
地
方
公
務
員
・
社
会
主
義
期
Ù
ú
å
ï
Å
m
美
術
g
政
治
）

客

員

研
究
員

片

瀬

一

男
（
東
北
学
院
大
学
教
授
・
教
育
社
会
学
・
計
量
歴
史
社
会
学
）

客

員

研
究
員

菊

池

勇

夫
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
世
史
）



(  )

客

員

研
究
員

木

曽

恵

子
（
東
北
学
院
大
学
I
Š
r
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
»
Ÿ
地
域
研
究
・
´

6
ï
¼
ú
研
究
）

客

員

研
究
員

後

藤

純

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
Ÿ
ï
Å
学
・
宗
教
学
）

客

員

研
究
員

後

藤

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客

員

研
究
員

富

永

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
›
Ñ
æ
¦
・
Ÿ
ï
Å
洋
地
域
近
現
代
史
）

客

員

研
究
員

早

坂

優

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
・
民
俗
学
）

客

員

研
究
員

丸

山

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

客

員

研
究
員

安

田

容

子
（
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
助
教
・
生
L
物
文
化
誌
〈
人
g
動
物
m
関
係
史
〉
・
日
本
近
世

美
術
史
〈
地
方
文
人
・
画
人
研
究
〉）

二

共
同
研
究
j
c
C
e

本
年
度
m
共
同
研
究
m
Â
ú
Ú
n
次
m
通
Œ
f
A
‘
&

「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」

「
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
m
受
容
g
変
容
」

共
同
研
究
m
成
果
g
V
e
%
次
m
冊
子
K
刊
行
T
’
^
&

『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』




(  )

『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
№


三

二
〇
一
八
年
度
研
究
所
活
動
報
告

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
○
一
八
年
一
一
月
二
四
日
（
土
）
午
前
一
○
時
三
○
分
～
午
後
一
二
時
三
○
分
（
＝
本
学
講
義
館

二
○
二
教
室
）

「
東
北
j
I
P
‘
女
子
Û
8
³
;
ï
教
育
m
社
会
史
」

講
演
「
Û
8
³
;
ï
系
女
学
校
m
教
養
文
化
」

講
師

稲

垣

恭

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

研
究
報
告
「
女
子
Û
8
³
;
ï
教
育
m
戦
後
史
―
宮
城
学
院
m
事
例
J
‹
―
」

報
告
者

片

瀬

一

男
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

東
北
学
院
大
学
教
授
／
女
子
Û
8
³
;
ï
教
育
史
研
究
会
代
表
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

宮
城
学
院
同
窓
生

主

催

本
学

共

催

女
子
Û
8
³
;
ï
教
育
史
研
究
会
%
本
研
究
所

後

援

宮
城
学
院
同
窓
会

二
○
一
九
年
一
月
一
一
日
（
金
）
午
後
三
時
～
午
後
六
時
（
＝
本
学
講
義
館

六
○
二
教
室
）

「
声
˜
聴
N

声
˜
V
‘
X
―
二
一
世
紀
教
養
教
育
考
―
」

【
「
古
文
書
」
j
聴
N
】

講
師

菊

池

勇

夫
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

名

誉

教

授
）
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【
「
R
g
o
m
教
師
」
j
聴
N
】

講
師

今

中

舞
衣
子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
産
業
大
学
准
教
授
）

【
「
子
h
„
」
j
聴
N
】

講
師

安

部

芳

絵
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
学
院
大
学
准
教
授
）

主

催

本
学
教
育
推
進
研
究
課
題
「
R
g
o
˜
聴
N

R
g
o
˜
育
‚

―
複
言
語
・
複
文
化
主
義
g
教
養
教
育
―
」

共

催

本
研
究
所

公
開
研
究
会

二
○
一
八
年
七
月
二
六
日
（
木
）
午
後
四
時
四
○
分
～
午
後
六
時
一
○
分
（
＝
本
学
人
文
館

五
四
九
大
会
議
室
）

「
社
会
主
義
政
権
下
j
I
P
‘
Ù
ú
å
ï
Å
・
Ù
μ
»
ú
―
比
喩
的
表
現
m
効
果
g
変
遷
―
」

報
告
者

折

笠

芽

衣
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
研
究
所
客
員
研
究
員
）

〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
」
主
催
〉

公
開
³
ï
Ù
´
¡
Ü

二
○
一
九
年
一
月
二
六
日
（
土
）
午
後
一
時
三
○
分
～
午
後
四
時
三
○
分
（
＝
本
学
講
義
館

三
○
八
視
聴
覚
教
室
）

「
観
光
人
類
学
m
新
展
開
―
『
×
μ
Ä
・
›
ï
Å
・
®
μ
Ä
』
m
磁
場
˜
越
G
e
―
」

報
告

「
『
観
光
m
人
類
学
』
f
問
E
x
L
R
g
―
『
文
化
／
社
会
』
m
議
論
m
次
j
―
」

講
師

土

井

清

美
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

中
央
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
）

報
告

「
観
光
j
I
P
‘
人
類
学
的
実
践
―
「
文
化
m
¯
ï
±
ç
»
ï
Ä
」
j
i
’
‘
m
J
―
」

講
師

田

中

孝

枝
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
摩
大
学
専
任
講
師
）
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¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

山

下

晋

司
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

帝
京
平
成
大
学
教
授
／
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

橋

本

和

也
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
文
教
大
学
名
誉
教
授
）

公
開
研
究
会

二
○
一
八
年
六
月
一
六
日
（
土
）
午
後
一
時
～
午
後
五
時
（
＝
本
学
人
文
館

五
四
九
大
会
議
室
）

「
Ÿ
ï
Å
j
I
P
‘
女
性
g
家
族
」

報
告

「
貧
困
˜
生
L
k
N
―
ë
ú
å
ú
Æ
³
ú
近
郊
m
下
層
民
女
性
m
声
J
‹
―
」

報
告
者

菅

野

美
佐
子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

人
間
文
化
研
究
機
構
人
間
文
化
研
究
推
進
·
ï
»
ú
研
究
員
）

報
告

「
Ò
å
»
儀
礼
j
~
‘
社
会
変
化
g
女
性
―
Ø
ú
´
Ó
æ
ú
文
化
圏
m
事
例
J
‹
―
」

報
告
者

八

木

祐

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

本

学

教

授
）

報
告

「
西
Ÿ
ï
Å
m
高
齢
女
性
j
~
‘
親
密
圏
g
É
8
Ä
ë
ú
ª
―
新
^
i
£
Ÿ
´
ï
«
m
模
索
―
」

報
告
者

松

尾

瑞

穂
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

国
立
民
族
学
博
物
館
准
教
授
）

¯
Ý
ï
Â
ú
»
ú

押

川

文

子
（　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
大
学
名
誉
教
授
）

〈
共
同
研
究
「
南
島
j
I
P
‘
民
族
g
宗
教
」
主
催
〉

公
開
研
究
会

二
○
一
八
年
六
月
二
一
日
（
木
）
午
後
四
時
二
○
分
～
午
後
五
時
五
○
分
（
＝
本
学
講
義
館

二
○
一
教
室
）

「
沖
縄
県
中
南
部
w
m
移
住
者
j
Š
‘
墓
m
新
築
g
故
郷
m
墓
」

報
告
者

早

坂

優

子
（　

　

　

　

　

　

　

　

　

多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課

文
化
財
調
査
員
）



(  )

四

所
員
消
息
（
二
〇
一
八
年
四
月
―
二
〇
一
九
年
三
月
）

市
野
澤

潤

平

教
授

論
文
「
®
μ
Ä
m
·
¨
:
æ
Â
4
化

「
æ
μ
ª
社
会
」
˜
生
L
‘
Ó
ú
¬
8
Ä
在
住
日
本
人
¼
Ÿ
Ï
ï
«
・
§
Ÿ
Å
m
観
光
人
類

学
」
（
『
観
光
学
評
論
』
第
六
巻
第
一
号
%
二
〇
一
八
年
三
月
）

論
文
「
»
Ÿ
東
部
j
I
P
‘
観
光
¼
Ÿ
Ï
ï
«
産
業
m
発
展

南
部
g
差
別
化
T
’
^
〈
棲
~
分
P
〉
m
構
造
」
（
小
河
久
志
g
m

共
著
%『
多
民
族
社
会
j
I
P
‘
宗
教
g
文
化
』
第
二
一
号
%
二
〇
一
八
年
三
月
）

翻
訳

μ
Û
μ
%
ð
3
è
ï
・

(
編
著
『
×
μ
Ä
・
›
ï
Å
・
®
μ
Ä

観
光
人
類
学
g
n
何
J
』
（
橋
本
和
也
%
東
賢
太
朗
g

m
共
監
訳
%
Û
É
ç
ð
3
書
房
%
二
〇
一
八
年
五
月
）

学
会
報
告
「『
×
μ
Ä
・
›
ï
Å
・
®
μ
Ä
』
再
考

観
光
人
類
学
m
新
展
開
j
向
P
e
」
「
®
μ
Ä
j
敵
対
X
‘
×
μ
Ä

観
光
j

I
P
‘
対
人
接
客
±
ú
Ï
μ
g
×
μ
Ð
»
æ
Â
4
˜
再
考
X
‘
」
日
本
文
化
人
類
学
学
会
第
五
十
二
回
研
究
大
会
・
弘
前
大
学

（
二
〇
一
八
年
六
月
三
日
）

学
会
報
告
「
「
×
μ
Ä
／
®
μ
Ä
」
論
再
考
観
光
人
類
学

・

j
向
P
e
」
観
光
学
術
学
会
第
八
回
研
究
大
会
・
二
松
学
舎
大

学
（
二
〇
一
八
年
七
月
八
日
）

今

林

直

樹

教
授

論
文
「
Ê
μ
»
ç
´
ú
g
C
E
概
念
˜
ƒ
O
.
e
」
（
『
Ê
μ
»
ç
´
ú
g
n
何
J
』
%
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
所

編
%
翰
林
書
房
%
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

論
文
「
第
一
期
Ñ
å
ï
μ
留
学
時
代
m
黒
田
清
輝
―
回
想
m
Ñ
å
ï
μ
体
験
―
」
（
『
Ê
μ
»
ç
´
ú
g
n
何
J
』
%
宮
城
学
院
女
子
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大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
所
編
%
翰
林
書
房
%
二
〇
一
八
年
一
〇
月
）

研
究
Ê
ú
Ä
「
西
表
島
j
関
X
‘
覚
書
」
（
『
沖
縄
研
究
Ê
ú
Ä
』
二
十
八
号
%
二
〇
一
九
年
三
月
）
&

木

村

春

美

准
教
授

研
究
Ê
ú
Ä

``If
em

o
tio

n
s

a
re

m
a
d
e,

w
e

ca
n

refram
e

L
2

an
x
ie

ty
an

d
em

p
o
w

e
r
lea

rn
ers,''

(
T

h
in

k
T

a
n
k

＋:
B

u
lletin

of
th

e
JA

L
T

M
in

d
,
B

ra
in

,
a
n
d

E
d
u
ca

tion
S
IG

,
4
:5

1
3

1
7
,
2
0
1
8

）

研
究
Ê
ú
Ä

``H
o
p
e
s,

b
e
lie

fs,
a
n
d

ch
alle

n
g
e
s

o
f

a
th

ird

－a
g
e

L
2

le
a
rn

e
r,''

(T
h
in

k
T

an
k

＋:
B

u
lletin

of
th

e
JA

L
T

M
in

d
k
,
B

rain
,
a
n
d

E
d
u
ca

tion
S
IG

,
4
:1

1
6

1
0
,
2
0
1
8
)

監
訳
「
日
本
m
女
学
校
j
音
楽
専
攻
科
˜
設
立
V
発
展
T
Z
^
経
験
j
c
C
e
」
『
宮
城
学
院
資
料
室
年
報

信
望
愛
』
第
二
十
三

号
（
二
〇
一
八
年
三
月
%
十
一
―
三
十
一
頁
）

講
演
「
外
国
語
学
習
m
誤
解
˜
解
N
」
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
所

第
二
十
七
回

公
開
講
演
会
（
二
〇
一
八
年

十
一
月
十
日
）

学
会
発
表

``S
tress,

e
m

o
tio

n
w

o
rd

s,
a
n
d

a
n
x
ie

ty
red

u
ctio

n
,''

JA
L

T
S
e
n
d
a
i,

A
o
b
a
k
u

C
h
u
o

S
h
im

in
C

e
n
ter,

(
S
en

d
a
i

）
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
二
日
）

学
会
発
表

``L
2

p
ro

n
u
n
cia

tio
n

lea
rn

in
g
:

In
stru

ctio
n
,

p
erceiv

e
d

p
ro

b
le

m
s,

a
n
d

a
n
x
iety

,''
3
rd

P
sy

ch
o
lo

g
y

o
f

L
a
n
-

g
u
a
g
e

L
e
a
rn

in
g

C
o
n
fe

re
n
ce

,
W

a
se

d
a

U
n
iv

e
rsity

（T
o
k
y
o

）
（
二
〇
一
八
年
六
月
八
日
）

学
会
発
表

``P
e
er

su
p
p
o
rt

g
ro

u
p

im
p
act

o
n

a
n

in
d
iv

id
u
a
l's

p
e
rce

p
tio

n
o
f
a
g
e
n
cy

,''
5
7
th

JA
C

E
T

In
te

rn
a
tio

n
al

C
o
n
-

fe
re

n
ce

,
T

o
h
o
k
u

G
a
k
u
in

U
n
iv

e
rsity

（S
e
n
d
a
i

）
（
二
〇
一
八
年
九
月
一
日
）



(  )

学
会
発
表

``L
2

cla
ssro

o
m

in
civ

ility
co

p
in

g
,
e
m

o
tio

n
a
l
in

te
llig

e
n
ces,

a
n
d

e
m

o
tio

n
g
ra

n
u
la

rity
,''

B
ritish

A
sso

ciatio
n

o
f

A
p
p
lie

d
L

in
g
u
istics

C
o
n
fe

ren
ce

2
0
1
8
,
Y

o
rk

S
t.

Jo
h
n

U
n
iv

e
rsity

（U
n
ite

d
K

in
g
d
o
m

）（
二
〇
一
八
年
九
月
六
日
）

学
会
発
表

``S
h
o
rt-te

rm
stu

d
y

a
b
ro

a
d

ta
rg

ets
1
st

－y
e
ar

stu
d
e
n
ts,''

JA
L

T
In

te
rn

a
tio

n
al

co
n
fe

ren
ce

2
0
1
8
,
S
h
izu

o
k
a

G
ra

n
sh

ip
,

（S
h
izu

o
k
a

）
（
二
〇
一
八
年
十
一
月
二
十
六
日
）

九

里

順

子

教
授

著
書
『
Ê
μ
»
ç
´
ú
g
n
何
J
』
（
共
著
%
翰
林
書
房

二
〇
一
八
年
一
〇
月
）
m
「

Ê
μ
»
ç
´
ú
K
自
立
X
‘
}
f

―

「
故
郷
」
J
‹
m
距
離

―
」

論
文
「
木
下
夕
爾
『
昔
m
歌
』

―
戦
後
m
出
発

―
」
（
『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
五
三
号

二
〇
一
八
年
七
月
）

論
文
「
木
下
夕
爾
『
晩
夏
』

―
俳
句
的
空
間

―
」
（
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
五
二
号

二
〇
一
九
年
三
月
）

書
評
「
安
西
篤
句
集
『
素
秋
』
」
（
『
鬣
』
六
七
号

二
〇
一
八
年
五
月
）

書
評
「
歌
集
『
夏
至
南
風
』
伊
良
部
喜
代
子
」
（『
日
本
文
学
Ê
ú
Ä
』
五
三
号

二
〇
一
八
年
七
月
）

書
評
「
前
田
霧
人
『
新
歳
時
記
通
信
』
第
十
一
号
」
（
『
鬣
』
六
八
号

二
〇
一
八
年
八
月
）

書
評
「
川
端
善
明
『
影
g
花

説
話
m
径
˜
』
」
（
『
鬣
』
六
九
号

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

書
評
（
一
句
評
）
「
中
里
夏
彦
『
無
帽
m
帰
還
』
」
（
『
鬣
』
七
〇
号

二
〇
一
九
年
二
月
）

書
評
「
対
中
C
Y
~
『
水
瓶
』
」
（
『
鬣
』
七
〇
号

二
〇
一
九
年
二
月
）

俳
句
「
越
G
e
ˆ
N
」
（
『
鬣
』
六
七
号

二
〇
一
八
年
五
月
）

俳
句
「
三
月
m
魚
座
」
（
『
鬣
』
六
八
号

二
〇
一
八
年
八
月
）



(  )

俳
句
「
ˆ
N
夏
」
（
『
鬣
』
六
九
号

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

俳
句
「
花
„
紅
葉
„
」
（
『
鬣
』
七
〇
号

二
〇
一
九
年
二
月
）

随
筆
「
菫
J
‹
°
æ
å
」
（
『
鬣
』
六
七
号

二
〇
一
八
年
五
月
）

随
筆
「
〈
在
‘
R
g
〉
m
U
•
ƒ
L
」
（『
鬣
』
六
八
号

二
〇
一
八
年
八
月
）

随
筆
「
恋
n
水
色
m
洋
館
」
（
『
鬣
』
六
九
号

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

随
筆
「
私
m
中
m
少
年
少
女
」
（
『
鬣
』
七
〇
号

二
〇
一
九
年
二
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
一

長
C
赤
C
L
’
˜
踏
‚
」
（
『
鬣
』
六
七
号

二
〇
一
八
年
五
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
二

紅
m
女
^
`
」
（
『
鬣
』
六
八
号

二
〇
一
八
年
八
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
三

数
寄
屋
橋
m
夕
映
G
j
」
（
『
鬣
』
六
九
号

二
〇
一
八
年
一
一
月
）

評
論
「
詩
m
外
包
四

燃
G
上
K
‘
æ
¶
Ü
」
（『
鬣
』
七
〇
号

二
〇
一
九
年
二
月
）

栗

原

健

准
教
授

論
文
「
Ì
ç
»
²
ú
ç
・
³
:
ú
Ú
ï
j
Š
‘
『

c
m
森
林
説
教
』
（




年
）
―
近
世
Å
Ÿ
À
j
I
P
‘
環
境
神
学
m
先

駆
―
」
（
本
学
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
』
五
一
号
%
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
%
五
三
―
六
九
頁
）

新
刊
紹
介

M
ae

v
e

B
rig

id
C

a
lla

n
,
T

h
e

T
em

p
la

rs,
th

e
W

itch
,
a
n
d

th
e

W
ild

Irish
:
V

en
g
ea

n
ce

a
n
d

H
eresy

in
M

ed
ieva

l

Irela
n
d
.

（『
西
洋
中
世
研
究
』
十
号
%
二
〇
一
八
年
一
二
月
三
一
日
%
二
三
一
頁
―
二
三
二
頁
）

C
liŠ

o
rd

D
a
v
id

so
n
,
T

o
n

B
ro

o
s,

a
n
d

M
a
rtin

W
a
lsh

(e
d
s.),

M
a
ry

of
N

em
m

eg
en

:
T

h
e
ca

.
1
5
1
8

T
ra

n
sla

tion
an

d
th

e

M
id

d
le

D
u
tch

A
n
a
logu

e,
M

a
rik

en
v
a
n

N
iu

e
m

eg
h
e
n
.

（
『
西
洋
中
世
研
究
』
十
号
%
二
〇
一
八
年
一
二
月
三
一
日
%
二
三



( ? )

三
頁
）

C
a
rlo

s
A

n
d
r
áes

G
o
n
z
àale

z

－P
a
z
(
ed

.),
W

om
en

a
n
d

P
ilg

rim
a
ge

in
M

ed
ieval

G
a
licia.

（
『
西
洋
中
世
研
究
』
十
号
%
二

〇
一
八
年
一
二
月
三
一
日
%
二
三
六
―
二
三
七
頁
）

本
学
¨
æ
μ
Ä
教
講
座

「
I
‚
X
r
一
c
f
変
•
.
^
人
生
―
¨
æ
μ
Ä
教
K
示
X
食
x
物
m
力
―
」
（
二
〇
一
八
年
六
月
二
八
日
%
¨
æ
μ
Ä
教
·

ï
»
ú
「
ð
6
æ
»
μ
」）

「
R
’
n
V
™
h
C
宮
沢
賢
治
―
¨
æ
μ
Ä
教
g
心
理
学
J
‹
見
^
彼
m
R
R
“
―
」
（
二
〇
一
八
年
九
月
二
七
日
%
¨
æ
μ

Ä
教
·
ï
»
ú
「
ð
6
æ
»
μ
」）

「
Ë
é
¡
4
ú
ï
.
e
¨
æ
μ
Ä
教
g
関
係
A
‘
m

―
中
世
ä
ú
é
8
Í
m
`
‰
.
s
Œ
R
•
C
世
界
―
」
（
二
〇
一
八
年

十
月
二
六
日
%
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï
»
ú
「
ð
6
æ
»
μ
」
）

「
魔
女
裁
判
g
戦
.
^
¨
æ
μ
Ä
者
―
Ñ
æ
ú
Å
æ
Î
・
Ñ
7
ï
・
³
:
Ö
ú
神
父
m
生
涯
g
社
会
正
義
―
」
（
二
〇
一
八
年

十
一
月
二
二
日
%
¨
æ
μ
Ä
教
·
ï
»
ú
「
ð
6
æ
»
μ
」
）
」

間

瀬

幸

江

准
教
授

研
究
発
表
「
弱
T
m
æ
ú
¼
ú
³
8
Ó
『
宮
城
学
院
ª
æ
μ
Ú
μ
Ú
ú
¬
8
Ä
』
j
~
‘
協
同
関
係
」
（
日
本
Ñ
å
ï
μ
語
教
育
学

会
二
〇
一
八
年
度
春
季
大
会

教
育
実
践
報
告

於
慶
應
義
塾
大
学
三
田
¨
9
ï
Í
μ

二
〇
一
八
年
六
月
二
日
）

研
究
発
表
「『
Ä
é
Ÿ
戦
争
n
起
R
‹
i
C
』
日
本
語
上
演
」
（G

irau
d
o
u
x

àa
la

sc
àen

e
,
h
ie

r
e
t
au

jo
u
rd

'h
u
i,

C
o
llo

q
u
e

in
tern

a
-

tio
n
a
l
7

9

ju
in

2
0
1
8
,
U

n
iv

e
rsitáe

d
e

P
a
u

e
t

d
es

p
ay

s
d
e

l'a
d
o
u
r,

二
〇
一
八
年
六
月
九
日
）



( @ )

研
究
発
表
「『
Ä
é
Ÿ
戦
争
n
起
R
‹
i
C
』
新
演
出
m
意
義
―
受
容
史
J
‹
見
‘
´
é
Å
5
m
特
異
性
―
」
（
研
究
集
会
「
Å
Ÿ
À

占
領
下
m
Ñ
å
ï
μ
文
化
」

於
名
古
屋
大
学
文
学
部

二
〇
一
八
年
九
月
二
二
日
）

³
ï
Ù
´
¡
Ü
運
営
「
³
ï
Ù
´
¡
Ü
『
声
˜
聴
N

声
˜
V
‘
X
～
二
一
世
紀
教
養
教
育
考
』
」
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
育
推
進

研
究
課
題
「
R
g
o
˜
聴
N

R
g
o
˜
育
‚
―
複
言
語
・
複
文
化
主
義
g
教
養
教
育
―
」
関
連
企
画

宮
城
学
院
女
子
大
学

¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
共
催

二
〇
一
九
年
一
月
一
一
日
）

研
究
発
表
「『
聴
N
R
g
』
m
破
壊
力
～
共
同
研
究
m
磁
場
」
（
³
ï
Ù
´
¡
Ü
『
声
˜
聴
N

声
˜
V
‘
X
』
³
ï
Ù
´
¡
Ü
開
催

趣
旨
説
明
g
V
e

二
〇
一
九
年
一
月
一
一
日
）

清

水

禎

文

教
授

講
演
「
近
代
日
本
Ó
é
Â
μ
»
ï
Ä
人
間
形
成
史

札
幌
農
学
校
j
c
‹
i
‘
人
々
m
信
仰
g
学
問
」
宮
城
学
院
礼
拝
堂
（
二
〇
一

八
年
六
月
二
七
日
）

講
演
「
è
ï
Ò
å
ï
Ä
m
目
」
宮
城
学
院
女
子
大
学
礼
拝
堂
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
一
二
日
）

³
ï
Ù
´
¡
Ü
「
戦
間
期
m
教
育
政
策
変
容
J
‹
現
代
˜
問
E
」
（
東
北
教
育
学
会
第
七
六
回
大
会
二
〇
一
九
年
三
月
一
六
日
）

研
究
会
報
告
「
地
域
j
I
P
‘
情
報
回
路
g
身
体
化
X
‘
国
民
精
神

―
昭
和
恐
慌
J
‹
国
民
精
神
作
興
運
動
%
\
V
e
満
蒙
開
拓

青
少
年
義
勇
軍
送
出
w
―
」
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
社
会
学
研
究
所
（
二
〇
一
八
年
一
〇
月
二
四
日
）

新

免

貢

教
授

論
文
「
時
代
m
文
脈
m
中
f
『
ä
Ë
É
m
黙
示
録
』
˜
読
~
直
X
試
~
」
（
本
学
『
¨
æ
μ
Ä
教
文
化
研
究
所
研
究
年
報
五
二
号
』

二
〇
一
九
年
三
月
三
一
日
%
一

－

五
十
一
頁
）



( A )

著
書

（
共
著
）
『
逆
}
N
怒
濤
˜
c
‹
k
L
e
』
東
京
³
:
ú
è
出
版
%
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
日

（
単
著
）
『
「
新
」
¨
æ
μ
Ä
教
入
門
（

）
』
燦
葉
出
版
社
%
二
〇
一
九
年
二
月
四
日

研
究
発
表

「
Î
£
é
Ç
:
Ü
μ
研
究
j
Š
.
e
際
限
i
N
開
J
’
^
Â
ª
μ
Ä
分
析
m
新
^
i
地
平

―
加
藤
哲
平
著
『
Î
£
é
Ç
:
Ü

μ
m
聖
書
翻
訳
』
（
教
文
館
%
二
〇
一
八
年
）
j
触
発
T
’
e

―
」
（
第
二
回
京
都
â
¼
à
思
想
学
会
関
東
大
会
聖
書
翻
訳
合

評
会
%
二
〇
一
八
年
十
月
二
十
七
日
%
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
¨
9
ï
Í
μ
来
往
舎
二
階
大
会
議
室
）

講
演
「
生
L
e
C
^
m
_
g
C
E
証
明
書
」
（
二
〇
一
八
年
度
酪
農
学
園
大
学
秋
季
¨
æ
μ
Ä
教
教
育
強
調
週
間
%
二
〇
一
八
年
十

月
三
十
日
%
酪
農
学
園
大
学
黒
澤
記
念
講
堂
）

関
西
神
学
塾
／
政
治
・
宗
教
思
想
研
究
会
講
座
（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
資
料
室
）

「
~
™
i
m
『
ä
Ë
É
黙
示
録
』
˜
読
~
直
X
試
~
（

）
」
（
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
四

二
十
五
日
）

「
~
™
i
m
『
ä
Ë
É
黙
示
録
』
˜
読
~
直
X
試
~
（

）
」
（
二
〇
一
八
年
四
月
二
十
四

二
十
五
日
）

「
~
™
i
m
『
ä
Ë
É
黙
示
録
』
˜
読
~
直
X
試
~
（

）
（
二
〇
一
八
年
六
月
二
十
九

三
十
日
）

「
~
™
i
m
『
ä
Ë
É
黙
示
録
』
˜
読
~
直
X
試
~
（

）

―
黙
示
録
一
二

十
三
章
˜
中
心
j

―
」
（
二
〇
一
八
年
九
月

二
十
八

二
十
九
日
）

「
自
著
『
「
新
」
¨
æ
μ
Ä
教
入
門
（

）
』
案
内

―
何
百
冊
目
J
m
入
門
書
f
n
i
C

―
」（
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
四
日
）

「
Â
ª
μ
Ä
分
析
m
可
能
性
%
限
界
%
著
者
問
題
」
（
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
五
日
）



( B )

「
第
一
ä
Ë
É
一
章
一

四
節
%
第
一
¯
æ
ï
Ä
二
章
九
節
%
Ä
Ú
μ
福
音
書
十
七
m
背
後
j
想
定
T
’
‘
論
争

―
肉
的
Ÿ
£

μ
J
霊
的
Ÿ
£
μ
J

―
」
（
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
五

二
十
六
日
）

¨
æ
μ
Ä
教
入
門
講
座
（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
入
門
講
座
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Ÿ
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）
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〇
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瀬
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〇
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Ÿ
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Š
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Œ
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〇
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古
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八
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Ý
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›
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〇
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「
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Œ
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Œ
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〇
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Í
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Ü
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Ü
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Œ
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Í
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p
h
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p
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p
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‰
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〇
一
八

年
一
二
月
）

論
文
「N

o
rth

w
a
rd

ex
p
a
n
sio

n
o
f
th

e
b
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〇
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n
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〇
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Œ
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台
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〇
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Œ
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仙
台
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〇
一
八
年
一
一
月
）

学
会
報
告
「
青
森
県
弘
前
市
j
I
P
‘
Ú
¼
å
μ
¶
m
羽
化
m
早
期
化
」
東
北
昆
虫
学
会
%
清
温
荘
（
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日
）

学
会
報
告
「
Ë
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Ü
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光
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Š
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Š
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Ç
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Ç
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概
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%
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Ÿ
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Ì
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Ü
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介
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Ç
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〇
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験
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築
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八
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〇
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〇
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F
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岡
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〇
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Ü
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催
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Ó
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Ü
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史
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Ó
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Ü
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台
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‹
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Œ
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Ÿ
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Ÿ
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〇
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Ÿ
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Ÿ
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Ò
å
»
儀
礼
j
~
‘
社
会
変
化
g
女
性
―
Ø
ú
´
Ó
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